
郡
山
北
工
業
高
等
学
校
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典

福
島
県
高
等
学
校
長
協
会
長

祝
辞

平
成
二
十
八
年
十
月
十
五
日
（
土
）
十
時

郡
山
北
工
業
高
等
学
校

第
一
体
育
館
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た
だ
い
ま
御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
、
福
島
県
高
等

学
校
長
協
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
安
積
高
等
学
校
長

の
久
保
田
範
夫
で
ご
ざ
い
ま
す
。
県
高
等
学
校
長
協
会

（
百
名
の
校
長
さ
ん
）
を
代
表
致
し
ま
し
て
、

お
祝
い
の
言
葉
を
申
し
述
べ
ま
す
。

福
島
県
立
郡
山
北
工
業
高
等
学
校
の

創
立
四
十
周
年
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
日
、
感
謝
状
・
表
彰
状
を
受
賞
さ
れ
た

皆
様
に
、
重
ね
て
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
、
当
時
、
市
内
に

二
校
あ
っ
た
工
業
高
校
、
即
ち
現
在
あ
さ
か
開
成
高
校
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が
立
地
す
る
桃
見
台
に
あ
っ
た
郡
山
工
業
高
校
と

大
槻
の
郡
山
西
工
業
高
校
が
統
合
、
富
久
山
町
八
山
田

地
区
内
に
移
転
・
校
舎
が
新
築
さ
れ
、
郡
山
北
工
業
高

校
が
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
同
じ
日
、
郡
山
西
工
業
高

校
の
跡
地
に
郡
山
高
校
が
誕
生
し
、
四
十
周
年
を
祝
う

式
典
が
約
一
か
月
前
の
九
月
十
七
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

郡
山
工
業
高
校
は
、
戦
時
中
の
昭
和
十
九
（
一
九
四
四

）
年

の
開
校
で
す
か
ら
、
そ
こ
か
ら
通
算
す
れ
ば
七
三
年
目
、

郡
山
西
工
業
高
校
は
、
昭
和
三
十
八
（
一
九
六
三

）
年
開
校

で
、
そ
こ
か
ら
通
算
す
れ
ば
五
四
年
目
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
こ
こ
八
山
田
の
地
で
の
歴
史
は

四
十
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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本
校
が
誕
生
し
た
今
か
ら
四
十
年
前
の
昭
和
五
十
二

（
一
九
七
七

）
年
は
ど
の
よ
う
な
年
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

少
し
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
年
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
五
月
に
発
足
、

そ
の
二
年
後
か
ら
共
通
一
次
テ
ス
ト
が
始
ま
り
、
現
在

の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
続
い
て
い
ま
す
。
七
月

に
は
、
第
一
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
が
千
葉
県

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
県
で
も
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
わ
ず
か
五
か
月
後
の
平
成
二
十
三
年
八
月
に

第
三
十
五
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の

記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

プ
ロ
野
球
の
王
貞
治
選
手
が
七
五
六
号
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
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達
成
し
、
国
民
栄
誉
賞
第
一
回
目
の
受
賞
者
に
な
っ
た

の
も
こ
の
年
で
し
た
。

さ
て
、
私
は
、
新
採
用
の
、
雪
が
三
メ
ー
ト
ル
も

積
も
る
只
見
高
校
時
代
か
ら
現
在
ま
で
、
新
た
に
赴
任

し
た
学
校
で
は
真
っ
先
に
校
歌
を
覚
え
て
歌
え
る
よ
う

に
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
校
歌
の
歌
詞
に
は

そ
の
学
校
の
創
立
以
来
の
校
訓
や
精
神
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ

が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
し
、

ま
た
、
校
歌
を
声
高
ら
か
に
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て

そ
の
学
校
と
生
徒
を
好
き
に
な
れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

本
校
の
校
歌
も
、
学
校
創
立
の
年
、
昭
和
五
十
二
年
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十
一
月
十
七
日
、
校
歌
制
定
記
念
式
典
で
披
露
さ
れ
た

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
作
詞
の
安
西
金
造
氏
は
、
統
合

前
の
郡
山
西
工
業
高
校
に
勤
務
し
て
い
た
国
語
の
教
師

で
あ
り
、
作
曲
の
岩
井
直
溥
氏
は
、
全
日
本
吹
奏
楽

な

お

ひ

ろ

コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲
六
曲
を
作
曲
、
「
吹
奏
楽
ポ
ッ
プ
ス

の
父
」
と
呼
ば
れ
、
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二

）
年
に

創
立
さ
れ
た
郡
山
吹
奏
楽
団
の
名
誉
指
揮
者
で
も

あ
っ
た
方
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
肝
心
の
校
歌
で
す
が
、
先
程
、
校
歌
の
歌
詞

に
は
そ
の
学
校
の
校
訓
や
精
神
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
と
申
し
ま
し
た
が
、
本
校
の
校
歌
も
そ
の

例
外
で
は
な
く
、
校
訓
の
「
調
和

創
造

特
色
」
が
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見
事
に
読
み
込
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

一
番
で
「
お
お

調
和
の
旗
の
も
と
」
、
二
番
で

「
あ
あ

創
造
の
意
気
高
し
」
、
そ
し
て
三
番
で

「
い
ざ

特
色
を
発
揮
せ
ん
」
と
歌
わ
れ
ま
す
。

安
積
の
沃
野
に
槌
音
が
高
く
響
き
渡
り
、

未
来
に
向
か
っ
て
駆
け
て
行
く
、
駿
馬
の
如
き

郡
山
北
工
業
高
校
の
生
徒
諸
君
の
姿
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
校
訓
は
も
と
よ
り
、
各
高
校
が
掲
げ
る

「
教
育
目
標
」
に
も
特
色
が
現
れ
ま
す
。
本
校
は
、
①

調
和
の
と
れ
た
人
間
の
育
成
、
②
創
造
力
の
あ
る
豊
か

な
人
間
の
育
成
、
③
特
色
の
あ
る
人
間
の
育
成
、
と
し
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て
い
ま
す
が
、
②
創
造
力
の
あ
る
豊
か
な
人
間
の
育
成

の
「
ウ

科
学
的
開
拓
精
神
を
養
い
、
つ
ね
に
新
し
い

も
の
の
創
造
が
で
き
る
実
践
力
を
も
っ
た
人
間
の
育
成
」

の
と
こ
ろ
に
本
校
ら
し
さ
が
最
も
よ
く
現
れ
て
い
る
と

私
は
感
じ
ま
し
た
。
私
が
調
べ
た
限
り
で
は
、
校
訓
や

教
育
目
標
に
「
開
拓
精
神
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
は
、

約
百
校
あ
る
本
県
の
高
等
学
校
の
中
で
本
校
と
安
積
の

二
校
だ
け
で
す
。
因
み
に
、
安
積
は
「
開
拓
者
精
神
、

質
実
剛
健
、
文
武
両
道
」
の
三
つ
を
「
安
積
の
精
神
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
本
校
は
「
科
学
的
開
拓
精
神
」

で
あ
り
、
本
校
生
徒
の
東
北
レ
ベ
ル
か
ら
世
界
レ
ベ
ル

ま
で
の
様
々
な
活
躍
の
秘
密
を
解
く
鍵
は
、
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こ
の
言
葉
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
時
代
は
、

も
の
凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
を
続
け
、
そ
の
流
れ
は
、

加
速
度
的
に
早
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
校
教
育
に
つ
い

て
言
え
ば
、
近
年
の
国
に
よ
る
教
育
改
革
の
動
き
か
ら

は
目
が
離
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
の
中
学
二

年
生
が
、
高
校
二
年
生
に
な
っ
た
段
階
で
「
高
等
学
校

基
礎
学
力
テ
ス
ト
」
が
始
ま
り
、
平
成
三
十
二
年
度
高

校
三
年
生
で
現
在
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ

る
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
」
（
未
だ
に
仮

称
で
す
が
）
を
受
験
す
る
こ
と
に
な
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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が
想
定
さ
れ
、
接
続
部
分
を
含
め
、
高
校
と
大
学
の

教
育
改
革
を
一
体
的
に
進
め
る
国
の
動
き
は
、

今
ま
で
に
な
く
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。

中
央
教
育
審
議
会
（
答
申
）
の
「
は
じ
め
に
」
に
は

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。
「
生
産
年
齢
人
口
の

急
減
、
～
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
多
極
化
の
荒
波
に
挟
ま
れ

た
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
も
、

世
の
中
の
流
れ
は
大
人
が
予
想
す
る
よ
り
も
は
る
か
に

早
く
、
将
来
は
職
業
の
在
り
方
も
様
変
わ
り
し
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。
」
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
国
内
外
で
様
々

な
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
十
～
二
十
年
で

約
四
十
七
％
の
仕
事
が

自

動

化
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
小

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
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学
校
に
入
学
し
た
子
ど
も
た
ち
の
六
十
五
％
は
、
大
学

卒
業
時
に
今
は
存
在
し
て
い
な
い
職
業
に
就
く
、
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
と
変
わ
ら
ず
に
残
る
職
業
は

あ
る
と
し
て
も
、
新
た
な
職
業
へ
の
柔
軟
な
適
応
力
と

実
行
力
が
求
め
ら
れ
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
、
も
の
凄
い
早
さ
で
流
れ
て
い
く

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
、
少
子
高
齢
社
会
を
私
た
ち
は

生
き
抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
校
の
卒
業
生
は
、
約
一
万
五
千
名
を
数
え
（
前
身

で
あ
る
郡
山
工
業
の
六
、
六
三
四
名
、
郡
山
西
工
業
の

三
、
一
七
二
名
を
合
わ
せ
る
と
二
四
、
六
八
〇
名
）
、
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国
内
外
の
各
界
で
活
躍
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、

先
程
述
べ
た
よ
う
に
、
今
後
、
職
業
そ
の
も
の
が
大
き

く
様
変
わ
り
し
て
い
く
状
況
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
皆
さ
ん
自
身
の
「
科
学
的
開
拓
精
神
」
は
も
と
よ

り
、
各
分
野
で
常
に
先
を
読
み
な
が
ら
新
た
な
道
を

切
り
拓
い
て
い
く
気
概
を
持
っ
た
先
輩
の
方
々
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
支
え
は
大
き
な
力
に
な
る
は
ず
で
す
。

そ
し
て
、
何
と
い
っ
て
も
皆
さ
ん
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
創
造
力
を
絶
え
ず
刺
激
し
続
け
て
く
れ
る
、
そ
し
て

イ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

面
倒
見
の
よ
い
先
生
方
が
皆
さ
ん
を
導
い
て
く
れ
ま
す
。

郡
山
北
工
業
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
、
校
歌
に
歌
わ

れ
る
、
こ
こ
八
山
田
の
地
に
翻
る
「
調
和
の
旗
の
も
と
」
、
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「
創
造
の
意
気
」
を
高
く
し
、「
い
ざ
特
色
を
発
揮
せ
ん
」

の
心
意
気
を
胸
に
秘
め
、
そ
し
て
、
科
学
的
開
拓
精
神

に
裏
付
け
ら
れ
た
、
常
に
新
し
い
も
の
を
創
造
し
て

い
く
実
践
力
を
身
に
つ
け
て
自
分
の
夢
を
見
つ
け
、

そ
の
夢
に
向
か
っ
て
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
も
の
凄
い
早
さ
で
流
れ
て
い
く

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
、
少
子
高
齢
社
会
を
生
き
抜
く
力
を

自
分
の
も
の
と
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
十
年
後
の
五
十
周
年
、

更
に
そ
の
先
へ
向
け
て
新
た
な
道
を
開
拓
し
て
い
く

郡
山
北
工
業
高
等
学
校
の
益
々
の
発
展
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
私
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
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本
日
は
、
創
立
四
十
周
年
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

郡
山
北
工
業
高
校
校
歌

安
西
金
造

作
詞

岩
井
直

溥

作
曲

な
お
ひ
ろ

（
昭
和

年

月

日

校
歌
制
定
記
念
式
典
で
披
露
）

52

11

17

一

明
け
初
む
る

安
積
の
沃
野
に

今

時
到
り

槌
音
高
く

校

訓

朝
日
に
輝
く

白
亜
の
母
校

調

和

こ
れ
ぞ

郡
山
北
工
業
高
等
学
校

創

造

お
お

調
和
の
旗
の
も
と

我
等

健
児

特

色

こ
こ
に

朗
ら
に

集
い
け
り
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二

暮
れ
な
ず
む

飯
豊
の
星
を

い
い

で

低
く
見
お
ろ
し

理
想
も
遙
か

八
山
田
が
丘

そ
び
ゆ
る

学

舎

ま
な
び

や

こ
れ
ぞ

郡
山
北
工
業
高
等
学
校

あ
あ

創
造
の
意
気
高
し

我
等

駿
馬

永
遠
に

未
来
に

駆
け
行
か
ん

と

わ
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三

残
雪
の

安
達
太
良
山
に

や
ま

想
い
も
深
く

拡
が
る
都
市
に

お
も不

抜
の
根
を
張
る

学
び
の
高

殿

た
か
ど
の

こ
れ
ぞ

郡
山
北
工
業
高
等
学
校

い
ざ

特
色
を
発
揮
せ
ん

我
等

学
徒

真
理

求
め
て

い
そ
し
ま
ん


